
 

 

 

 

１ 教育課程              （◎は成果、●は課題、◇は手立て、を表す） 

  令和５年度は「豊かな学びで 未来を拓
ひら

く埼玉教育」を基本理念とした「第３期埼玉県教育基

本計画」の４年目です。大野知事は、埼玉教育の振興に関する大綱の中で、埼玉県のすべての子

供たちへのメッセージとして「未来は、答えが一つではない時代、答えが予測できない時代にな

ります。何を知っているかということよりも、新しいことを学ぶ力や周りの人と協力して問題を

解決する力が大切になります。」と述べています。 

  そのような未来を担う子供たちを育成するため、各校での教育課程の編成に当たっては、新学

習指導要領の趣旨を踏まえ、学校教育全体や各教科等における指導を通して育成を目指す資質・

能力を育成するために、「社会に開かれた教育課程」の理念のもと、「カリキュラム・マネジメン

ト」に努めることが重要となります。教科横断的な視点をもちながら、ＰＤＣＡサイクルを確立

し、学校の人的・物的資源を整理して、教育課程の充実を図る手立てを講じながら、「主体的・

対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善が求められています。 

  令和４年度の学校訪問や各市町教育委員会との協議から明らかになった成果と課題は、次のとお

りです。 

 

（１）教育課程の編成及び実施について 

 ◎各学校においては、児童生徒の実態を踏まえ、自校の課題に対する効果的な学力向上プランが

作成され、各種学調等の結果に基づく分析を生かした、授業改善を推進していました。 

 ◎各学校では特色を生かした教育課程が編成され、家庭や地域社会との連携及び学校相互の連携

や交流が推進されていました。 

 ◎コロナ禍において、オンラインを活用した集会行事や、授業の配信等、状況に応じた柔軟な対

応を行っていました。 

 ◎学習用端末の活用を推進し、「使ってみる」から「どのように活用することが効果的である

か」の視点に基づき、各校の実態に応じた授業改善や教材研究を行っていました。 

 ●教育課程の編成にあたっては、改めて以下の12点に留意し、教育課程を軸に学校教育の改善・ 

  充実を図り、子供たちに「生きる力」を確実に育成することが求められています。 

    ［詳細は、「埼玉県小・中学校教育課程編成要領」小学校はP12～、中学校はP11～を参照］ 

 ◇「生きる力」を育む各学校の特色ある教育活動の展開 

 ◇教科横断的な視点に立った資質・能力の育成 

 ◇学校段階間等の接続       ◇児童生徒の発達の支援 

 ◇特別な配慮を必要とする児童生徒への指導 

  （障害のある児童生徒・海外から帰国した児童生徒や外国人の児童生徒・不登校児童生徒） 

 ◇言語能力の確実な育成     ◇理数教育の充実   ◇伝統や文化に関する教育の充実      

 ◇体験活動の充実        ◇外国語教育の充実           

 ◇学年の目標及び内容を２学年まとめて示した教科の指導計画 

 ◇合科的・関連的な指導 

 ●年間指導計画にICT活用の手立てを記入するなど、全ての教員による計画的なICT活用に努め 

  るようお願いします。 

 ◇ICT・学習用端末等を効果的に活用した授業実践と好事例の共有 

 

（２）学習指導要領の実施について 

 ●以下の資料を参考に授業改善や評価の取組を推進する必要があります。 

  ・「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料」 

                      国立教育政策研究所 

  ・「埼玉県小・中学校教育課程指導・評価資料」埼玉県教育委員会  

  ・「埼玉県小・中学校教育課程実践事例集」埼玉県教育委員会 

教育支援、学力向上推進担当 



 

２ 学習指導（各教科等） 
（１）各教科等における指導と評価の一体化 
 ●学習指導要領に示す各教科等の目標の実現に向けて、単元や題材を 
  通して評価場面・方法を工夫し、学習の過程・成果を評価します。 
  目標の実現には、評価したことを指導の改善に生かすこと、児童生 
  徒の学習改善（学習意欲の向上など）に生かすことが重要です。 
 単元を見通して本時のねらいを明確にすることが大切です 
 ◇なぜ学ぶのか、それを通じてどういった力が身に付くのかといっ 
  た、育成すべき資質・能力と学習内容の関係を明確にします。 
 ◇例えば、次のように単元の目標と結び付け、本時でめざす子供の 
  姿を明確にします。 
   例）～について（学習内容）～により（手立てや学習活動）～ができる（目指す子供の姿） 
 ●子供一人一人のつまずきや伸びを指導過程で評価する形成的な評価を行うことが重要です。形 
  成的な評価を生かしながら、子どもが「おおむね満足できる」状況となるようきめ細かく指導・ 
  支援することが求められます。 
 適切な評価場面の設定と支援の手立てを計画することが大切です 
 ◇「努力を要する」状況を見取り、その後の指導に生かすための評価場面と評価方法を設定します。 
 ◇「努力を要する」状況を想定し、つまずきとその要因に応じた支援の手立てを計画します。支援 
  の際は、方法を提示するだけではなく、よいところを認め、改善点に気づかせる支援を行います。 
 ◇個々のつまずきを学級全体で克服させたり、個々のよさに気付かせ、共有させたりするなど、個 
  の学びを全体の学びに生かす発問を計画しておきます。 
 ●子供の伸びを積極的に評価し、学習したことの意義や価値を実感できるようにすることが重要 
  です。 
 評価を子供の学習改善と教師の指導改善に生かすことが大切です 
 ◇本時のねらいに照らして、学習の過程（見方・考え方や学び方のよさなど）・成果（知識・技能 
  の習得や思考の広がりや深まりなど）を見取り、価値付けることで、伸びや変容を自覚できる 
  ようにします。 
 ◇学び方や学んだことのよさ、変容を実感できるように、単元を通してどの段階で振り返ること 
  が効果的なのかを考え、「振り返り」の活動を設定します。 
 
（２）「主体的・対話的で深い学び」の実現の推進 
 ◎ICTを活用した新たな教材や学習活動等を積極的に取り入れた授業 
  が増えてきています。 
 ●「個別最適な学び」と「協働的な学び」という観点から授業改善の 
  方向性を改めて捉え直し、これまで培われてきた工夫とともに、ICT 
  を効果的に活用することで、主体的・対話的で深い学びの実現を図 
  ることが重要です。 
 個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実が大切です 
 ◇「個別最適な学び」の成果を「協働的な学び」に生かし、更にその成果を「個別最適な学び」 
  に還元するなど、「個別最適な学び」が孤立した学びに陥らないようにします。 
 ◇ICT の活用が「個別最適な学び」や「協働的な学び」の充実に効果を上げているか確認しなが 
  ら、主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善につなげていきます。 
 
（３）各学校におけるカリキュラム・マネジメントの推進 
 ◎学校の特色を生かした「カリキュラム・マネジメント」の理解と実践が充実しつつあります。 
 ●子どもの学習経験をより一層質の高いものにしていくために、PDCAサイクルを意識して常に教 
  育計画を見直し、改善していくことが重要です。 
 日々の学習指導と学習評価の積み重ねが大切です 
 ◇各校で育成を目指す資質・能力をしっかり教科等に落とし込み、授業で育成（指導の充実）した 
  上で、それらの資質・能力が横断的に発揮（教育課程の充実）されるようにします。 
 ◇評価（本当に何を学んだか）を核として授業や取組を改善し、子供の学びをより良いものにしま 
  す。普段から授業の成果や手応えを教員間で共有しながら教育計画・活動を最適なものにしてい 
  きます。 



 

（４）ICTの効果的な活用について 
 ◎１人１台端末が整備され、普通教室では無線 

   LANによるネットワーク環境が整ったことに 

   より、ICTを活用した授業実践が増えています。 

 ◎その子供（子供一人一人に合わせてICTを活用 

  する＜個別最適な学び＞）にとって、教育効果 

  （子供に身に付けさせたい資質能力を育成する 

  上で効果がある場面で活用する）のある活用が 

  進んできています。 

 ◎平常時においても１人１台端末を持ち帰り、 

  自宅等での学習においてICTを活用した 

  学習課題を提示する学校が増えています。 

 ●国が示す「『１人１台端末・高速通信環境』を活かした学びの変容イメージ」をもとに、各市

町教育委員会、各小・中学校、各教員においては、自らのICT活用能力の現状を把握し、段階的

にステップを踏むことで、自らのICT活用能力を高めていくことが大切です。 

 ●全ての子供たちの可能性を引き出す、個別最適な学びと協働的な学びを実現するためには、ICT

は必要不可欠です。これまでの実践とICTを最適に組み合わせることで、様々な課題を解決し、

教育の質の向上につなげていくことが必要です。 

 ◇子供一人一人が必要に応じてICTを効果的に利活用する場面を意図的に設定することが重要です。 

 

 
 
  

 ◇カリキュラム・マネジメントを充実させ、各教科等で育成を目指す資質・能力等を把握した上

で、ICTを「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善に生かすとともに、従来は伸

ばせなかった資質・能力の育成やこれまでできなかった学習活動を実施することができます。 

 ◇教師主導の「指導と管理」による「教具的利用」から、児童生徒を主体とした「学びと愛用」

による「文具的活用」となるよう、児童生徒自身がICTを自由な発想で活用するための授業デザ

インを構築することが重要です。また、ICTを活用すること自体が目的化しないよう留意し、

PDCAサイクルを意識し、効果検証・分析を適切に行うことが重要です。 

 ◇ICT活用に向け教師の資質・能力の向上を図るとともに、情報モラル教育等について、学校現場にお

いて全関係者が安心・安全に端末の活用ができるよう確認・共有しておくことが重要です。 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「GIGA スクール構想の実現について」より抜粋 文部科学省 

児童生徒が自分で調べ
る場面（ネット検索等） 

児童生徒が自分の考えを 
まとめ、発表・表現する場面 

教師と児童生徒が
やり取りする場面 

児童生徒同士が 
やり取りする場面 

「GIGAスクール構想による１人１台端末環境の実現等について」より抜粋 文部科学省 



 

（５）各教科等の成果及び課題について 
ア 国語科  

 ◎学習指導要領に定められた「指導事項」を明確にした授業が 

  多く見られるようになってきています。 

 ◎「主体的に学習に取り組む態度」の評価の仕方を正しく理解し、 

  適切に評価を行えるようになってきています。 

 ●ICT を効果的に活用しながら、「指導事項を指導する」実践が 

  求められます。 

 ◇「考えの形成」「表現」「共有」「推敲」等の学習過程において ICTを活用することが効果的

です。 

 ●育成したい資質・能力に適した言語活動を構想しながら授業を行うことが求められます。 

 ◇各学年の学習の系統性、他教科との関連、実生活とのつながりを意識しながら言語活動を設定

することが大切です。 
＜参考にしていただきたい資料＞ 
  「小学校・中学校学習指導要領解説 国語編」 文部科学省 

  「埼玉県小・中学校教育課程実践事例」 埼玉県教育委員会 

  「埼玉県小・中学校教育課程指導・評価資料」 埼玉県教育委員会 

 「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料 小・中学校 国語」 国立教育政策研究所 

  

イ 社会科  
 ◎ICT等を活用して、児童生徒自身が資料の中から課題解決の糸口 

  となる部分を見つけ、自分なりの考えを書いて相互に共有する 

  時間を設定して、 児童生徒自身が課題意識をもって取り組める 

  ように計画された授業が多くなってきました。複数の資料を提 

  示しても見やすいなど、ICTの特長を生かして児童生徒の思考を 

  共有する時間を大切にする授業が多く見られます。 

 ◎対話的な学びの実現を意識して、小グループでの話合い活動を 

  取り入れ、児童生徒一人一人が思考・表現したことを基に、互い 

  に共有・交流して考えを深めようとする授業が多く見られました。 

 ◎ICTの特長を生かして、資料の提示、デジタル教科書、各種ソフト等を活用した学びの共有化や

可視化の工夫などが積極的に進められており、ICTの効果的な活用への取組が大きく進められて

います。 

 ●ICTの活用が、資料の提示や学びの共有化にとどまる授業が多く、社会的思考をより深めるため

の手立てとして活用まで至っていない面が見受けられます。ICTの活用とともに、社会科の本質

を受けながら、より社会的思考を深めるための活用が求められています。 

 ●児童生徒が課題意識をもち、学習の価値を意識して取り組むためには、教師が単元を計画する

際、単元ごとの課題導入場面において、どれだけ児童生徒自身が考えてみたくなるような課題

づくりができるかにかかっています。児童生徒の実態と興味関心に合わせた単元計画と課題づ

くりが重要です。 

  ◇授業づくりにおいては、教師が単元（本時）の目標（何を学び、何ができるようになるのか）

と目標を達成した児童生徒の具体的な姿を明確にして、授業を構成することが重要です。 

 ◇課題とまとめは必ず正対するものです。振り返りでは、「今日わかったこと、できるようになっ

たことは何か」「今日学んだことを使って、次にどのような問題に取り組んでみたいか」等の視

点を示し、学習経験を振り返り、自分の学びについて捉え直す時間を確保する必要があります。 
＜参考にしていただきたい資料＞ 
 「『確かな学力の育成』のための授業改善の視点と具体的手立て ２中学校社会 ３小学校社会」 埼玉県教育局南部教育事務所                                  

 「社会的な見方・考え方（追究の視点や方法）の例（案）H28.5）」 中教審初等教育分科会教育課程部会社会・地歴・公民WG配付資料 

 

学習用端末を活用してグループ 

で話し合っている様子 

学習用端末を活用し、課題に基づい

て書いた文章を推敲している様子 



 

ウ 算数、数学科  
  ◎既習事項と関連させて本時の課題を設定したり、働かせる見方・考え方

を引き出して解決の見通しをもたせたりするなど、学びの系統を生かし
た指導が増えています。 

 ◎学習用端末を活用して、個々に粘り強く取り組ませたり、対話を通して
考えや表現を全体で共有させたりするなど、ICTを日常的に活用してい
る授業が多く見られるようになりました。 

 ◎「振り返り」の場面を設定して、問題解決の過程や学び方のよさを称 
  讃するなど、学習意欲の向上につなげるなど、指導と評価が一体的に充 
  実してきています。 
 ●単元の指導と評価の計画を適切に設定し、指導と評価を一体的に充実させ、

単元を通して着実に資質・能力を育成することが求められています。 
 ◇一人一人の学習内容の定着状況や単元を通した伸びや変 
  容などの高まりを捉え、学び方のよさや改善点などとと

もにフィードバックすることで、主体的に学習に取り組
む態度を育成します。 

 ●学習用端末を活用しながら、個別最適な学びと協働的な
学びを一体的に充実させ、主体的・対話的で深い学びの
実現を図ることが求められています。 

 ◇具体物や学習用端末でスライドを活用すると、繰り返し
操作や試行し、学びが深まります。さらに、他者とスライ 

  ドを共有した協働的な学びにより理解が深まり、操作し 
  ながら説明することで言語活動も充実します。 
＜参考にしていただきたい資料＞ 
 「埼玉県小・中教育課程指導・評価資料」 埼玉県教育委員会 
 「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料 小・中学校 算数・数学」 国立教育政策研究所 

 

エ 理 科 
 ◎各探究の過程において、効果的にICTを活用している授業

が多く見られるようになりました。 
 ◎児童生徒自身が観察・実験を行うことを通し、理科の面

白さや有用性を捉えさせる授業展開が充実しています。 
 ●「主体的・対話的で深い学び」の実現を図るためには、

児童生徒が「理科の見方・考え方」を働かせながら、探究
の過程を通して学習することが重要です。 

 ◇自然の事物・現象をどのような視点で捉え（見方）、どのように考え思考していくのか（考え
方）を、示していくことが大切です。 

 ◇「見方」は、理科を構成する領域ごとの特徴から整理されていますが（例「エネルギー」を柱
とする領域：主として量的・関係的な視点）、その領域固有のものではなく、他の領域におい
ても用いられる視点であることや、それ以外の視点もあることに留意する必要があります。 

 ◇日常生活などにおいても「見方・考え方」を働かせ、発見した問題や気付きを課題として設定
し、深い学びにつなげていくことが大切です。 

 ●探究の過程を通じた学習活動を行い、それぞれの過程において、資質・能力が育成されるよう
にすることが重要です。 

 ◇学習過程については、必ずしも一方向の流れではなく、必要に応じて戻ったり、繰り返したり
することや、授業においては、全ての学習過程を実施するのではなく、その過程の一部を扱う
ことも大切です。 

 ◇「見通し」と「振り返り」は、学習過程全体を通してのみならず、必要に応じてそれぞれの学
習過程で行うことも大切です。 

＜参考にしていただきたい資料＞ 
 「小・中学校学習指導要領解説 理科編」 文部科学省 
 「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料 小・中学校 理科」 国立教育政策研究所 
 「埼玉県小・中学校教育課程指導・評価資料」 埼玉県教育委員会 
 「埼玉県小・中学校教育課程実践事例」 埼玉県教育委員会 

 

生徒自身がグループにて方法を考え、 

見通しをもって実験に取り組む様子 

既習と関連させて、児童
に問をもたせている場面 

学習用端末の画面を他者
と共有しながら意見を交
流する対話的な学び 

学習用端末で他者の考え
を参照したり、直接尋ね
たりする協働的な学び 

学習用端末を活用した 
支援により、個人で粘り
強く考えて取り組む主体
的な学び 



 

オ 生活科  
 ◎言葉と体験を重視した改訂の趣旨が概ね授業実践に反映され 

  てきています。 

 ◎ICTを効果的に活用することで、思考の過程を可視化するこ 

  とができたり、活動を客観的に振り返ったりすることがで 

  き、気付きの質を高めている授業実践が増えてきています。  

 ●一人一人の思いや願いを生かす学習、自らの思いや願いを実 

  現していく学習過程の充実が求められています。 

 ◇幼児期における遊びを通した総合的な学びを生かすことが大切です。そのため、児童の幼児期

の学びと育ちの様子を把握することが重要です。 

 ◇スタートカリキュラムは、生活科を中心に合科的・関連的な指導や弾力的な時間割の設定等の 

  創意工夫を行うことが大切です。 

 ◇「体験」と「表現」を繰り返し、無自覚だった事を自覚したり、自分自身の成長に気付いたり

し、体験を深い学びにすることが大切です。その際、教師の発問の工夫が求められます。 

 ◇気付きの質を高めるために具体的な活動を通して「見付ける」「比べる」「たとえる」「試す」

「見通す」「工夫する」など、どのような思考が発揮されるのかを検討することが大切です。 

 ◇教育課程を編成する際、第１・２学年の各教科等との関わりや中学年以降の学習への接続に留意

することが大切です。 

 ●「指導と評価の一体化」を意識した学習評価が求められます。 

 ◇評価規準における「具体的な児童の姿」を想定し、多面的に評価（行動観察、作品・発言分析、

様々な立場からの評価資料の収集・分析）し、質的な面から捉えることが大切です。 

 ◇結果よりも活動や体験そのもの、結果に至るまでの過程を重視して評価することが大切です。 
＜参考にしていただきたい資料＞ 

 「埼玉県小学校教育課程指導・評価資料」 埼玉県教育委員会 

 「埼玉県小学校教育課程実践事例」 埼玉県教育委員会 

 「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料 小学校 生活」 国立教育政策研究所 

 「発達や学びをつなぐスタートカリキュラム」 文部科学省・国立教育政策室教育課程研究センター 

 

カ 音楽科  
 ◎学習用端末とICTを効果的に活用し、児童生徒が思考を深めたり、表現活 

  動を広げたりする場面が多く見られます。 

 ◎コロナ禍での対策を十分に行うとともに、表現活動を実施していました。 

 ◎「指導と評価の一体化」を意識し、指導事項や評価場面を精選した授業 

  実践が小学校・中学校ともに多く見られます。 

 ●要素の働きや音楽の特徴について他者と共有・共感したりする活動を 

  適切に位置付け、楽曲の特徴や演奏のよさや美しさなどに関する思考・ 

  判断を深める授業展開が求められます。 

 ●授業展開において、教材曲に十分に親しんだ状態（何回も歌ったり、何度も聴いたりして）か

ら、思考させたり、表現を工夫させたりする活動の展開が求められます。 

 ◇知覚と感受を結び付け、思考・判断し、表現する一連の過程を大切にした授業を展開するため

に、児童生徒が音楽的な「見方・考え方」を働かせることができるよう、教師が児童生徒の気

付きや、つぶやき等を面で広げ、全体を巻き込んだ展開をすることが大切です。 

 ◇児童生徒が思考・判断する拠り所となる音楽を形づくっている要素を捉え、その働きについて

思考する場面、音や音楽をイメージや感情等と関連付けて考える場面などを明確に位置付ける

ことが大切です。 

 ◇常時活動は、「本時の学習において、導入部分の活動がどのように児童生徒の資質・能力の育

成に寄与するか」という観点で行うことが大切です。 
＜参考にしていただきたい資料＞ 
 「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料 小・中学校 音楽」 国立教育政策研究所 

 「埼玉県小・中学校教育課程指導・評価資料」 埼玉県教育委員会 

 「埼玉県小・中学校教育課程実践事例」 埼玉県教育委員会 

学習用端末の付箋機能で自己の成長を 
分類・整理し、友達と交流し、自己の 
成長への気付きを高めている様子 

 学習用端末を活用した 

 音楽づくり 



 

キ 図画工作、美術科  

 ◎「学習のめあて」の提示や、見通しと振り返りを大切にした授業が多く見られます。 

 ◎自校の児童生徒の作品を生かした校内環境づくりが見られます。 

 ◎表現の幅を広げ、様々な表現の可能性を引き出すために、ICT を活用した授業が増えています。 

 ●児童生徒一人一人の資質・能力を高める指導と、評価の改善・充実が求められます。 

 ◇児童生徒が題材を通して「何ができるようになるか」を目的とした、 

  導入からまとめ、振り返りまで一貫した指導が必要です。 

 ◇「指導に生かす評価」と「全員の学習状況を記録に残す評価」を意識 

  して、評価計画を立てることが大切です。 

 ●創造活動の喜びを味わい、表現及び鑑賞の能力の育成をより一層図る 

  ためには、授業展開の工夫が求められます。 

 ◇対話的な学びを充実させるためには、〔共通事項（形・色・イメージ）〕 
  を基に、何のために話合いを行うのか、ゴールイメージを教師と児童 
  生徒が共有することが大切です。 
 ●児童生徒の表現や鑑賞の意欲を高めるために、環境の整備・充実が求められます。 

 ◇児童生徒の作品は、「児童生徒自身」と同じように大切に扱うことが求められます。（作品に直接

画鋲を打たない等） 

 ◇児童生徒の作品は、校内の適切な場所に、作成した児童生徒のコメントなどとともに展示し、日

常生活の中で親しめるようにすることが大切です。 
＜参考にしていただきたい資料＞ 

 「小・中学校学習指導要領」／「小・中学校学習指導要領解説 図画工作編・美術編」 文部科学省 

 「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料 小・中学校 図画工作・美術」 国立教育政策研究所 

  「埼玉県小・中学校教育課程編成要領」／「埼玉県小・中学校教育課程指導・評価資料」 埼玉県教育委員会 

 「授業改善リーフ 第２集 学びのＲ 第２２号、第３２号」 埼玉県教育局南部教育事務所 

  「図画工作科の改訂のポイント」／「美術科の改訂のポイント」 独立行政法人教職員支援機構 

 

ク 体育、保健体育科  

 ◎課題を把握したり、他者に自分の考えを伝えたりすることができる場面において、ICTを積極的に

活用し、「思考力、判断力、表現力等」を確実に身に付けさせる授業が実践されています。 

 ◎学習指導案の「指導と評価の計画」の作成により、単元全体の流れと一単位時間の学習過程が明確

になった授業が多く見られました。 

 ●指導内容の確実な定着を図る授業実践が求められます。 

 ◇１時間の授業における「ねらい、活動、振り返り、まとめ」それぞれのつながりを意識した授業を

展開し、児童生徒の資質・能力を育成することが必要です。 

 ◇導入において、本時のねらいを明確に示し、何を身に付けさせたいのかを明確にすることが大切です。 

 ◇展開において、本時のねらいに迫る発問により、児童生徒が自ら考え、動きを通して気付かせる活

動と時間を保障するとともに、ねらいに沿った指導と評価を繰り返すことが重要です。 

 ◇整理において、自己の学習活動を振り返る時間を確保し、児童生徒の言葉を使うなどして、本時の

ねらいに正対したまとめを行い、次時の意欲喚起につなげることが必要です。 

 ◇指導内容の定着を確実に評価する方法と、評価を次の指導に生かす方法を工夫し、指導と評価の一

体化を図ることが重要です。 

 ●三つの資質・能力をバランスよく育成し、運動の楽しさや喜びを味わわせる指導が求められます。 

 ◇学校や地域の実態及び児童生徒の心身の発達の段階や特性、各学校種間の関連を十分考慮して、２

学年間や小学校６年間、中学校３年間の見通しを立てて指導計画を作成し、日常的な活用及び見直

しを図ることが重要です。 

 ◇運動することそのものを楽しんだり、運動の特性や魅力に触れたりすることができる授業を計画

し、運動の楽しさや喜びを味わわせることが必要です。 
＜参考にしていただきたい資料＞  

  「学校体育実技指導資料 各集」／「改訂『生きる力』を育む小学校（中学校）保健教育の手引」 文部科学省 

 「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料 小・中学校 体育・保健体育」 国立教育政策研究所 

 「学校体育必携」／「学校健康教育必携」 埼玉県教育委員会 

児童生徒の表現の幅を広げ、 

表現の可能性を引き出すための 

学習用端末の活用 



 

ケ 家庭科、技術・家庭  

 ◎日常生活の中から問題を見いだし、課題を設定した授業実践が増 

  えてきています。 

 ◎主体的・対話的で深い学びを実現するために、ICTを活用した授業 

  実践が増えてきています。 

 ◎実習室内の掲示や環境づくりに工夫が見られます。 

 ●学習指導要領に則り、児童生徒や地域の実態を踏まえて編成された教育課程の下、学習指導が展開

されるよう指導計画を作成することが求められます。 

 ◇生活や社会の中から問題を見いだして課題を解決する活動を通して、課題の設定や解決策の具

体化のために、情報通信ネットワークを活用して情報を収集・整理したり、実践の結果をICTを
用いて分かりやすく編集し、発表したりするなどの工夫をすることが必要です。 

 ◇「指導と評価の一体化」を実現し、学習改善や指導改善につなげることが大切です。 

 ◇小・中学校担当者間の連携を一層深め、小・中・高における内容の系統性や学年間を見通した指導

計画と評価計画を作成し、児童生徒や地域等の実態を生かした指導を充実させることが大切です。 

 ◇「環境教育」「消費者教育」「幼児との触れ合い」等については児童生徒の実態を踏まえ、より一

層充実させることが必要です。 

 ●家庭科室、技術室等の計画的な整備・点検をはじめ、安全指導のより一層の充実が求められます。 

 ◇作業や実習における衛生管理や安全指導について、繰り返しの指導が重要です。掲示物を更新し、

内発的な学習意欲を高める工夫が求められます。 
＜参考にしていただきたい資料＞ 

 「埼玉県中学校教育課程編成要領」／「埼玉県小・中学校教育課程指導・評価資料」 埼玉県教育委員会 

 「小学校家庭科安全指導の手引き」／「中学校技術・家庭科安全指導の手引き」 埼玉県教育委員会 

 「小学校・中学校教材整備指針」 文部科学省 

 

コ 外国語活動、外国語（英語）科  

 ◎小学校では、外国語活動・外国語の授業改善が進んでおり、各 

  学校でsmall talkなどの言語活動を積極的に取り入れるなどし 

  て、児童がコミュニケーションを図る楽しさを体験できる授業展 

  開が見られます。また、パフォーマンステストを実施すること 

  で、学習到達目標の達成状況を把握する学校が増えています。 

 ◎中学校では、「何ができるようになるか」を意識した学習到達 

  目標「CAN-DOリスト」の設定が見られます。また、それを生徒と共有し、パフォーマンステス

ト等で達成状況を把握することで、一人一人を見取り、生徒の変容に気付き、次の学習への助

言に生かす授業実践が増えています。 

 ●外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせる授業づくりが求められてい

ます。 

 ◇授業では、単元のゴールを明確にし、その単元でどのようなことができるようになるのかを明

確に示し、一単位時間ごとにその達成状況を、振り返りのコメント等で確認していきながら授

業を進めていくことが大切です。その単元のゴールを達成するために、毎時間、計画的な言語

活動を設定し、単元のゴールを目指していくといった、バックワードデザインも大切です。 

 ◇コミュニケーションの「目的・場面・状況」を捉える「見方」、必要な内容や適切な英語表現

を模索する「考え方」は、目的・場面・状況をしっかりと設定した言語活動を経験させていく

ことで育まれ、働かせることができるようになっていきます。 

 ●ICTを効果的に活用した授業の実践が求められています。 

 ◇学習到達目標を達成するために、自分の発表や、やり取りを録画したものを見返しながら、新

たな課題に気付いたり、他者の言語活動を参考にしたりすることで、自分の考えを深めること

ができます。 

 ◇デジタル教科書の音声や英語の発音、リズムを繰り返し聞く機能や書き込み機能を活用するこ

とで、考え方の可視化、比較が容易にでき、考えを深めたり、確認し合ったりと思考を働かせ

る言語活動が充実します。 

協働的な学びを通した言語活動の様子 

ICT を活用した意見交流の様子 



 

＜参考にしていただきたい資料＞ 

 「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料 小・中学校 外国語活動・外国語」 国立教育政策研究所 
  「埼玉県小・中学校教育課程編成要領」／「埼玉県小・中学校教育課程指導・評価資料」 埼玉県教育委員会 
 「授業改善リーフ 第２集 学びのＲ 第２７号、第３３号」 埼玉県教育局南部教育事務所 
 「授業改善リーフ 第３集 ＰＩＡシート 第１号 小学校外国語実践事例」 埼玉県教育局南部教育事務所 
 「小学校外国語活動・外国語 研修ハンドブック」／「中学校外国語科の移行期間における指導資料」 文部科学省 

 

 

サ 特別の教科道徳  

 ◎道徳教育については、学校の教育活動全体で道徳性を育めるよう、 

  全体計画や全体計画別葉を工夫し、年間を通して具体的に活用し 

  ている学校が増えています。 

 ◎道徳科の授業においては、問題解決的な学習や道徳的行為に関す 

  る体験的な学習を取り入れ、道徳教育の目標に基づいた授業展開 

  が多くなってきています。 

 ●道徳教育推進教師を中心とした、更なる組織的な指導体制の充実 

  が求められます。 

 ◇カリキュラム・マネジメントの視点で、道徳教育を見直すことが大切です。 
 ●道徳科の授業では、児童生徒が自分との関わりで捉え、多面的・多角的に考えられるよう発問の

工夫が求められています。 

 ◇授業のねらいに迫るために、道徳科の特質を理解し、教師はファシリテータとして、児童生徒同

士の考えをつなげ、深めることが重要です。 
＜参考にしていただきたい資料＞ 

 「埼玉県小・中学校教育課程指導・評価資料」 埼玉県教育委員会 
  
 
 

シ  総合的な学習の時間  
 ◎「情報収集（共有）」「整理・分析」「まとめ・表現」のプロセ 

  スにおいてICTを効果的に活用している学校が増えてきています。 

 ●探究的な学習の過程の充実が求められています。 

 ◇探究のプロセスを発展的に繰り返したり、他者と協働して主体的 

  に取り組む学習活動にしたりして、学習の質を高めることが大切 

  です。 

 ◇「課題の設定」の場面では、体験活動や実社会・実生活と向き合うことを通して、児童生徒が自ら

課題意識をもち、その意識が連続発展するようにすることが大切です。  

 ◇学習を探究的に進めていく際、各教科等で身に付けた資質・能力を発揮しながら取り組むよう教

師の働きかけが大切です。「整理・分析」の場面では、思考ツールを活用したり、「まとめ・表現」

の場面では、相手意識や目的意識を明確にしたりした学習活動を設定することが大切です 

 ●地域や学校、児童生徒の実態等に応じた、創意工夫を生かした全体計画及び年間指導計画の作成

と改善が求められています。 

 ◇目標については、各学校における教育目標を踏まえ、児童生徒や地域の実態等に応じて、総合的

な学習の時間を通して目指す資質・能力を明確にして設定することが大切です。 

 ◇内容は、目標を実現するにふさわしい探究課題や探求課題の解決を通して育成を目指す具体的な

資質・能力で構成し、探究的な学習の過程が効果的に展開されることが大切です。その際、小・中

連携の視点から、学びの発展性や重複を見直すことも大切です。 

 ◇「指導と評価の一体化」を実現するために、評価規準における児童生徒の具体的な姿が表れやす

い場面や見取りやすい場面を選定し、評価方法を工夫して学習状況を評価することが大切です。 
＜参考にしていただきたい資料＞ 

 「埼玉県小・中学校教育課程指導・評価資料」 埼玉県教育委員会 

 「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料 小・中学校 総合的な学習の時間」 国立教育政策研究所 

 「今、求められる力を高める総合的な学習の時間の展開 小・中学校編」 国立教育政策研究所 

   体験的な学習における 

構造的で分かりやすい板書 

学習用端末を活用し、調べたこと

を互いに発表している様子 



 

ス 特別活動  
 ◎必然性、必要性があり、児童生徒が自分事として捉えられる課題や議題が設定されている授

業、学級の実態や課題、児童生徒の発達の段階を踏まえた授業が増えています。 

 ◎多数決で決定するのではなく、他者の意見に触れて、自分の考えを広げ、合意形成や意思決定

ができる授業が増えています。 

 ◎自己の意見や考えを安心して述べることができる、落ち着いた学級経営を実践している学校が

増えています。 

 ●学習指導要領の内容に即した各校の目標を立て、年間指導計画を作成して実施することが求め

られます。 

 ◇年間指導計画の中で「学級活動」「児童会（生徒会）活動」「クラブ活動（小）」「学校行

事」のそれぞれの扱いに偏りがないよう、指導計画を立て、学習指導要領の内容の取扱いを反

映した授業展開をすることが大切です。 

 ●指導計画の作成では、小・中・高等学校の系統性を踏まえ、児童生徒が学習の見通しを立てた

り、学習を振り返ったりする活動を計画的に取り入れるようにすることが求められます。 

 ◇各学年及び小・中・高等学校間の接続を考慮し、児童生徒にとって自主的・実践的な活動とな

るように全体計画・年間指導計画を見直し、改善を図ることが大切です。 

 ◇特別活動は、キャリア教育の要であることを踏まえ、学ぶことと自己の将来とのつながり、学

ぶことと働くことの意義を意識して、キャリアパスポートを活用するなどし、自分の人生をつ

くっていく力を育むことが大切です。 
＜参考にしていただきたい資料＞ 

 「みんなで、よりよい学級・学校生活をつくる特別活動（小学校編）」 国立教育政策研究所 

  「学級・学校文化を創る特別活動（中学校編）」 国立教育政策研究所 

   「埼玉県小・中学校教育課程指導・評価資料」 埼玉県教育委員会 

 

 

３ 生徒指導 
  管理職のリーダーシップの下、生徒指導主事（主任）を中心に全教職員の共通理解に基づいた校   

 内指導体制を確立することが重要です。また、小・中等の地域学校間、家庭・地域社会や関係機関   

 （教育委員会〔ＳＣ、ＳＳＷ〕、警察、医療機関、児童相談所、福祉機関等）との連携を図るとと  

 もに、一人一人を大切にした、信頼関係に基づく教育の推進が求められています。 

 

（１）暴力行為防止について 

 ◎日常的な指導の中で、児童生徒理解の深化、教職員と児童生徒との信頼関係の構築、全教職員 

  が一体となった教育相談やカウンセリングを実施することができてきています。 

 ●様々な機会を捉えて、暴力行為を未然に防止するための教育に取り組むことが求められます。        

 ●問題行動を起こす児童生徒の背景等を捉えて指導を行うことが求められます。 

 ◇道徳教育、人権教育、法教育、情報モラル教育などや、コミュニケーション力の向上につながる 
  日々の挨拶、声かけ、対話などにより「暴力行為をしない人に育つこと」を意識した働きかけを 
  行うことが重要です。 
 

（２）いじめ防止について                     

  ◎各学校の「学校いじめ防止基本方針」に則り、いじめの積極的な認知が進んでいます。 

 ◎「学校いじめ防止基本方針」を地域・保護者等に積極的に周知することができています。 

 ●いじめを生まない環境づくりを進め、 児童生徒一人一人がいじめをしない態度・能力を身に付   

  けるように働きかけることが求められます。 

 ●いじめに組織的に対応するため、「学校いじめ防止基本方針」を全教職員が把握するとともに、 

  適切に機能しているか点検し、必要に応じて見直しを図ることが求められています。 

 ◇いじめの早期発見に努め、認知した際は、法の定義に従い、「いじめ防止等のための基本的な方 

  針」や「いじめ重大事態に関するガイドライン」等を参照しながら、組織的な対応と被害児童生徒 

  及び保護者に寄り添った対応を行うことが大切です。 



 

 ◇課題未然防止教育として、道徳科や学級・ホームルーム活動等において、法や自校のいじめ防止基本 
  方針の理解を深めるとともに「いじめをしない態度や能力」を身に付けるための取組を行うことが考 
  えられます。 
 

（３）長期欠席（特に不登校）対策について       

 ◎関係機関及び相談員、スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカーとの連携等、教育相 

  談体制が充実してきています。 

 ●不登校児童生徒数は増加傾向が続いており、要因は多岐にわたっています。不登校の背景にある 

  要因を多面的かつ的確に把握し、早期に適切な支援につなげることが求められます。 

 ◇新規の不登校児童生徒を増やさない取組として、「魅力ある学校づくり」を進める必要がありま 

  す。また、不登校の児童生徒に対しての取組として、「社会的自立を目指した支援」を充実させて 

  いくことが重要となります。 

 ◇「児童生徒理解・支援シート」等を活用し、保護者等との連携の下で個別の支援策を作成していくこ 
  とやICTを活用した学習支援等が考えられます。 

 

（４）校内生徒指導体制 

 ◎「彩の国 生徒指導ハンドブック I's 2019」や「学校いじめ防止基本方針」、「生徒指導提要

（改訂版）」を研修に活用するなどして、教員の生徒指導力向上を積極的に図っている学校が増

えています。 

 ●ＰＤＣＡサイクルに基づく校内生徒指導体制の見直し・改善が求められています。 

 ◇生徒指導体制の下で進められている取組が児童生徒にとって効果的なものとなっているかどうか、児 
  童生徒や保護者、教職員の声などを踏まえて、生徒指導体制の不断の見直しと適切な評価・改善を行 
  うことが大切です。 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜参考にしていただきたい資料＞ 

 「生徒指導提要（令和４年１２月）」／「いじめ対策に係る事例集」／「子供に伝えたい自殺予防」 文部科学省 

 「生徒指導リーフ（各号）」 文部科学省 国立教育政策研究所 生徒指導・進路指導研究センター 

 「彩の国 生徒指導ハンドブック I's 2019」／「学校教育における自殺予防」 埼玉県教育委員会 

 「南部管内小・中学校いじめ、不登校の解決・防止等に関する取組事例集」 埼玉県教育局南部教育事務所 

                             他、いじめ防止対策推進法関係の通知、資料、ガイドライン等 

「今日的な課題に対応するために ～生徒指導提要の改訂から～」  
 文部科学省は、令和４年12月に生徒指導の基本的な考え方や取組の方向性等を再整理し、12年ぶりに「生徒
指導提要」の改訂を行いました。 
 「生徒指導提要」とは、小学校段階から高等学校段階までの生徒指導の理論・考え方や実際の指導方法等につ
いて、時代の変化に即して網羅的にまとめ、生徒指導の実践に際し教職員間や学校間等で共通理解を図り、組織
的・体系的な取組を進めることができるよう作成されているものです。 
 今回の改訂では、教職員や教育委員会等の担当者だけでなく、警察、医療や福祉、司法等多くの学校関係者が
本書を活用していくことを想定して、デジタルテキストの形で公開されています。 
 今日的な課題に対応するためには、事案に応じて学校だけでなく、家庭や専門性のある関係機関、地域などの
協力を得ながら、社会全体で子供たちの成長・発達に向け包括的に支援していくことが必要です。「改訂の主な
内容」として、次の３点が挙げられます。これらを学校関係者で意識し、行動につなげていくことが重要です。 

 

【改訂の主な内容】 
○「積極的な生徒指導」の充実 
  児童生徒の問題行動等の発生を未然に防止するため、目前の問題に対応するといった課題解決的な指導だ

けではなく、日頃からの声かけといった「成長を促す指導」等の「積極的な生徒指導」を充実しています。 

○個別の重要課題を取り巻く関連法規等の変化の反映 
  個別課題（いじめ、不登校、児童虐待、自殺、多様な背景を持つ児童生徒への対応等）について、平成22年

の生徒指導提要作成時からの社会環境の変化（法制度、児童生徒を取り巻く環境等）やそれらに応じた必要な
対応等について反映しています。 

○新学習指導要領やチーム学校等の考え方の反映 
  生徒指導全般に係る事項として、児童生徒の発達の支援、チーム学校、学校における働き方改革、多様な

背景（障害や健康、家庭的背景等）を持つ児童生徒への生徒指導等について反映しています。 



 

４ 学校教育相談 
 

（１）学校教育相談体制の充実 

 ◎各学校では、校内の教育相談部会等を中心に、市町配置の身近な相談員やスクールカウンセラー

（ＳＣ）、スクールソーシャルワーカー（ＳＳＷ）等との連携を密にしながら、効果的な相談活

動を推進しています。 

 ◇多様化・深刻化する児童生徒が抱える課題に対応するために、関係機関及び身近な相談員、ＳＣ、

ＳＳＷなどの職務及び連携について、教職員の理解を図り、それぞれの専門性を生かした分担や

連携を行うことが重要です。 

 ◇全ての児童生徒を対象とした「スクリーニング」により、気になる児童生徒をピックアップし、

適切な支援や対応に振り分けることで、児童生徒一人一人の情報を的確に把握し、担任等が一人

で問題を抱え込むことなく、組織的な支援を行うことができます。 

 

（２）相談活動の活性化 

 ◎県や各市町では生徒指導・教育相談研修等を実施し、教員のカウンセリング理論の習得や技法の

向上を図っています。 

 ◇生徒指導・教育相談研修等への積極的な受講促進を図り、教員のカウンセリングに関する様々な

研修の成果を生かすことで、学校教育相談をさらに充実させることが大切です。 

 

（３）関係機関、ＳＣ、ＳＳＷ等との連携 

 ◎管内全小・中学校にスクールカウンセラー（ＳＣ）が、管内１３市町すべてにスクールソーシャ

ルワーカー（ＳＳＷ）が配置され、その活用が進んでいます。 

 ◇不登校については、一人一人の児童生徒の社会的自立を目標とした適切な学習等の支援が求めら

れていることから、関係機関及び相談員、ＳＣ、ＳＳＷなどとの連携により組織的な支援を行う

ことが重要です。 
＜参考にしていただきたい資料＞ 

 「【通知】不登校児童生徒への支援の在り方について（令和元年 10月）」 文部科学省初等中等教育局長 

 「【事務連絡】スクールカウンセラー及びスクールソーシャルワーカーの役割等を踏まえたチーム学校による支援の促進について（令和４年２月）」 

                                     文部科学省初等中等教育局児童生徒課 

 「スクールソーシャルワーカー 活用ハンドブック」 埼玉県教育委員会 

 

 

５ 特別支援教育 

 ◎特別支援教育コーディネーターを中心とし、学校全体で特別支援教育を充実させた取組が多く見

られるようになりました。 

 ◎特別支援学級、通級指導教室において、児童生徒一人一人の困難さに応じた目標や手立てを工夫

した授業が見られました。 

 ●個々の障害による学習上、生活上の困難を改善・克服するための自立活動の指導の充実が必要で

す。 

 ◇指導すべき課題は、児童生徒の実態から背景要因を推察しながら情報を関連付けて整理し、今ま

での学習歴の把握と数年後の姿の想定等の観点から、生活年齢等に応じて設定してください。 

 ◇自立活動の時間で学んだことを、他の学習や生活の中でいかに活用できるかが重要です。自立活

動の時間はもちろん、教育活動全体を通じて自立活動を行ってください。 

 ●障害の特性に応じた丁寧で効果的な指導が求められています。 

 ◇児童生徒一人一人の指導目標を達成する上で、効果的である場合は、障害種の異なる学級を合わ

せて指導する場合も考えられますが、障害種別に指導することが原則です。 
＜参考にしていただきたい資料＞ 

 「埼玉県特別支援教育課程編成要領 (2) 小学校及び中学校特別支援学級・通級による指導編」 埼玉県教育委員会 

 「埼玉県小・中学校教育課程実践事例」 埼玉県教育委会 

 「特別支援教育 自立活動 はじめの一歩」 埼玉県教育委員会 



 

６ 学校・家庭・地域との連携 
  担当者会議等を通し、学校応援団、学校運営協議会、放課後子供教室等の「地域学校協働活 
 動」について情報共有しました。また、社会教育施設等との連携の事例について情報提供して、 
 一層の連携推進を図りました。 
 

（１）「学校応援団」について 
 ◎各学校において、感染防止対策を図ったうえで保護者や地域の方々の協力を得て、活動を再開・

実施しています。 
 ◎コロナ禍における新しい取組や先を見通した今後の活動形態について、関係者同士で連携しな

がら試行錯誤をし、新たな実践を始めた学校が多くなってきました。 
 ●「地域学校協働活動」の視点では、これからは「学校運営協議会」を中心として、地域、保護

者、行政と連携・協働しながら「できる人ができるときに協力できる学校応援団」の視点をも
って学校と一体になって活動していくことが求められます。 

 ◇学校と地域の関係は双方向の関係（Win-Winの関係）であり、学校運営協議会等を中心にして、
相互に協働する取組を充実させて、活動を集約し、内容を充実させることが重要です。 

 ◇「学校応援団」や「放課後子供教室」等の活動が、相互に人材を活用し合って、一つのネット
ワークを形成することが重要です。 

＜参考にしていただきたい資料＞  

 「令和３年度『学校応援団』『放課後子供教室』実践事例集」 埼玉県教育委員会 

 

（２）「埼玉の子ども７０万人体験活動」について 
 ◎学校応援団等の協力により、学校と地域が連携して取り組み、年間を通し継続した活動を実施

する様子が見られます。 
 ◎学校ファームによる植物等の世話を通し、学習内容に対し実感の伴った理解へつなげるととも

に、自然を慈しみ勤労する意欲を向上させるなど、豊かな情操の育成につながっています。 
 ●人材等の確保・育成については、家庭・地域や関係諸機関との連携及び学校の指導体制の一層

の整備が求められます。（カリキュラム・マネジメントの充実） 
 ◇教育計画等への位置付け（小学校生活科、中学校技術・家庭科、総合的 
  な学習の時間等、特別活動）、関係諸機関との連携について確認をして 
  ください。 
 
（３）「親の学習」について 
 ◎埼玉県家庭教育アドバイザーによる「親の学習」講座等については、 
  密を回避し、工夫した対面での講座の実施が広がっていいます。 
 ◎ICTを活用したオンライン講座などの形態の工夫により、多くの方が 
  参加しやすい学習講座の実施が進められています。 
 ●「親の学習」講座の活用については、小学校の就学時健診や新入学 
  保護者説明会等に偏りが見られます。年間を通して活用することを推進しています。 
 ●中学生向けプログラムの活用についても周知を進める必要があります。 
 ◇学校訪問や担当指導主事会議、ＰＴＡ役員等研修会などを通じて、家庭教育学級などでの「親

の学習」各プログラムの活用を引き続き依頼していきます。 
＜参考にしていただきたい資料＞ 
 「『親の学習』埼玉県家庭学習支援プログラム集」 埼玉県教育委員会 

 

（４）「放課後子供教室」について 

 ◎感染防止対策を講じながら、安心・安全な放課後子供教室活動の実践が見られました。 

 ◎コロナ禍における、新しい取組（オンライン活動等）も行われています。 

 ●各関係団体と連携し、人材の確保及び発掘が求められています。 

 ◇「学校応援団」や「学校運営協議会」との連携・協働、学校教育主管課と子育て支援主管課と

のより密な連携を進めることが必要です。 
＜参考にしていただきたい資料＞ 

 「令和元年度『学校応援団』『放課後子供教室』実践事例集」 埼玉県教育委員会 

家庭教育アドバイザー 
派遣のリーフレット 



 

７ 幼稚園教育  

 ◎多面的な幼児理解に基づき、幼稚園教育の基本である「環境を通して 

  行う教育」が実践されていました。 

 ◎「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を手掛かりとした指導が 

  行われていました。 

 ◎各幼稚園の実態に応じた「アプローチ・カリキュラム」が作成され、 

  小学校との接続を見通した教育課程が編成されています。 

 ◎「幼稚園幼児指導要録」等を基に小学校の教職員と情報交換等を行 

  い、幼稚園教育の成果が小学校教育につながるようにしています。 

 ●幼児時期の教育と小学校教育との円滑な接続の推進が求められています。 

 ◇近隣の幼稚園・保育所・認定こども園と小学校の職員間の交流や合同研修会や協議会、保育参観や

授業参観などの機会を設け、互いの教育内容等や学びの連続性について共通理解を図ることが有効

です。その際、単なる交流会にとどまらず、資質・能力をつなぐカリキュラムの在り方等について

踏み込んで協議することが大切です。 

 ◇「幼児期の終りまでに育ってほしい姿」を手掛かりにして、接続期のカリキュラム（アプローチ・

カリキュラム／幼保小の架け橋期プログラム）の工夫・改善を図ることが大切です。 

 ●幼稚園における安全管理の徹底が求められています。 

 ◇「教育・保育施設等における事故防止及び事故発生時の対応のためのガイドライン」や「学校の

危機管理マニュアル作成の手引き」等を参考に安全管理に関する組織体制を確立するとともに、

定期的に体制を見直したり、園内研修を実施したりするなどして、職員一人一人の安全管理に対

する認識を深め、共通理解と共通行動の徹底が図られることが大切です。 

 ◇管理職のリーダーシップの下、日ごろから風通しのよい職場づくりに努め、働きがい・やりがい

が実感できるとともに、同僚性の高い人間関係を構築することが大切です。 
 ＜参考にしていただきたい資料＞ 
  「『接続期プログラム』」／「『接続期プログラム』実践事例集」 埼玉県教育委員会 

  「発達や学びをつなぐスタートカリキュラム」 国立教育政策研究所 

 「一人一人のよさを未来へつなぐ ‐学校教育のはじまりとしての幼稚園教育‐」 文部科学省（パンフレット） 

 「指導と評価に生かす記録」 文部科学省 

 

 

８ 人権教育  

 ◎児童生徒、教師、地域との相互のつながりを意識して、校内掲示で 
  人権に配慮した「人権コーナー」等を設置する学校が多く見られま 
  す。 
 ●「個別化」「オンライン化」が目立つコロナ禍の時代であっても、 

  思いをつなぐ人と人のつながりを大切にし、互いを尊重し合う人権 

  感覚の伸長を図るため、「人権感覚育成プログラム」を授業で活用 

  するなどして、児童生徒が自分で考え、感じ、行動して人権感覚を 

  育成していくことが求められます。 

 ●日常における人権意識を高めることが重要であり、「知的理解」と合わせて「人権感覚」を身に付

けていくためには、学級における日々の授業実践とともに、教師が示範して意識・啓発させること

がとても重要です。 

 ◇体験活動や参加体験型の活動の中で、人権への配慮が具体的な態度や行動につながる人権感覚を身

に付けることができるようにするためには、「人権感覚育成プログラム」を活用して実践すること

が大変有効です。 

＜参考にしていただきたい資料＞ 

 「人権啓発冊子 『みんなの人権 人権ってなんだろう？』」 埼玉県県民生活部人権推進課 

 「令和元年度人権教育に関する実践指導資料」 埼玉県教育委員会 

  「人権感覚育成プログラム（学校教育編）第２集」 埼玉県教育委員会 

教師の意図的な環境構成により、

遊びに夢中になっている様子 

児童の標語や掲示物をまとめた 
人権コーナー 



 

９ 授業改善のための参考資料 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３ 掲載サイトの案内 

埼玉県教育局南部教育事務所 
  https://www.pref.saitama.lg.jp/soshiki/g2201/index.html 

P・I・A シートの活用について 
～「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善 実践事例～ 

Ｐ・Ｉ・Ａ（ピア）とは、  

Proactive（主体的な）、Interactive（対話的な） and Authentic（本物の）Learning   

の頭文字をとったもの。 

管内の先生方の「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善のための参考資料とする。 

１ 授業改善リーフ第２集「学びのＲ」から授業改善リーフ第３集「Ｐ・Ｉ・Ａシート」へ 

             

 

２ 授業改善リーフ第２集「学びのＲ」・授業改善リーフ第３集「Ｐ・Ｉ・Ａシート」の活用例 

① 市町教育委員会担当指導主事による学校訪問時の分科会での資料活用 

② 校内・市内における教科等部会（研修会）での資料活用 

③ 校内外における研究授業・研究協議会での資料活用 

④ 教職員各々の指導改善参考資料（ＰＤＣＡサイクルによる改善資料） 

 

＜その他＞・管内市町教育委員会で作成している紙冊子への資料掲載 

     ・校内における回覧・配布（校内ＰＣネットワークでの共有） 

※ 「埼玉県小・中学校教育課程編成要領」・「埼玉県小・中学校教育課程指導・評価資料」と 

 ともに、本リーフレットを活用しながら、各学校でカリキュラム・マネジメントを行うなど、 

 学校全体で教育活動の資質向上に役立ててください。 

「Ｐ・Ｉ・Ａシ
ート」では、
「学びのＲ」で
示した資質・能
力の育成のため
の授業改善ポイ
ントについて、
管内の良い実践
事例をもとに、
具体的にお伝え
していきます。 

「学びのＲ」で

は、「主体的・対

話的で深い学びで

授業改善」「指導

と評価の一体化で

授業改善」等を各

教科・領域でお伝

えしてきました。 

「Ｐ・Ｉ・Ａシート」で示したポイントを「学びのＲ」で 

より詳しく確認することで、相互に活用できます。 

https://www.pref.saitama.lg.jp/soshiki/g2201/index.html


 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

南部教育事務所では、令和３年度まで授業改善リーフ第２集「学びのＲ」を作成・発行し、「主体

的・対話的で深い学びで授業改善」「指導と評価の一体化で授業改善」等を各教科・領域でお伝えして

きました。令和４年度からは、「授業改善リーフ第３集『Ｐ・Ｉ・Ａ（ピア）シート』」と改名し、「主

体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善に向け、「学びのＲ」で示した資質・能力の育成の

ための授業改善ポイントについて、管内の学力向上につながる優れた実践を基に、具体例を示してい

きます。「Ｐ・Ｉ・Ａシート」で示したポイントを「学びのＲ」 

でより詳しく確認することで、相互に活用してください。 

 

 

 

 

 

 

埼玉県マスコット コバトン 

引き続き、先生方の授業改善・校内研修に御活用ください 

「学びのＲ」は 
こちらからご覧 
になれます 


